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大豆連作畑転換初年目

pH
80 200mg kg 6.0 6.5 15cm

改善目標値の例（灰色低地土、グライ土等）
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22 33tt//1100aa

（大豆の作付頻度とは・・・田畑輪換開始後大豆を作付した頻度。
例えば、大豆作付頻度が50%の場合、大豆と水稲を1:1の割合で作付。）
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田畑輪換における大豆の作付頻度と可給態窒素の関係



【お問い合せ先】 農研機構東北農業研究センター 企画部 産学連携室

〒020-0198 岩手県盛岡市下厨川字赤平4

TEL 019-643-3414  FAX 019-643-3588 (2014.1)
e-mail： www-tohoku@naro.affrc.go.jp  http://www.naro.affrc.go.jp/tarc/

※農研機構は、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。
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大豆作時に苦土石灰を施用している
圃場の大豆作付頻度と土壌pHの関係

水稲作後に稲わらを外に持出している圃場
の大豆作付頻度と交換性カリの関係


